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2 Ma-4 水分率を変化させた布の摩擦特性
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【目的】 皮膚や衣服がぬれて互いに凝着し、その状態で皮膚 と布がこすれ ると、我々は不央

感を感じるばかりでなく、場合によっては皮膚がひっぱられ、痛みさえ生じる場合もある。本

研究は、皮膚と布の間で生じている水分による付着とすべり現象を布の馴 察特性 の測定より解

析する。

【方法】 摩擦子に2x 2cm のノ<4 オスキンを用い、荷重26.2gf をかけた状態で、試料 上を１

mm/sec の速度で30mm 移動させたときの囃 察係数を測定する。試料には、綿100 ％の1×1 Rib 、

綿65/PET35 の天竺、表面が起毛された２層構造の編み布（PET82/ ポリウレタン18 ）、綿100%

のパイルといづれも吸水吐があり加っ布表面に特徴力忿ある試料を用いた。布の水分率はぬれた

状態（100% －600%) からオーブンで乾燥させた状態まで変化させた。

【結果】 起毛およびパイル構 造の表面をもつ試料は、糸表面が完全にぬれてしまうと水分率

にかかわらず、ほぼ一定の摩擦係数を示し、そ釧 直は、乾噪した状態ならびに標準状態と比べ

小さ皆 ニットの場合、水分率が低い状態では布の表面形状が劇 察係数に及ぼす影響が大きい

が、水分率が高くなりノヽ ;イオスキン との間で付着が生じると、液相の水による付着力が摩圈系

数の変動に大きく関与している。

2 Ma-5 バイレック法による吸水高さと吸水重量の同時測定
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＜目的＞繊維製品の吸水性の評価方法としてのバイレック法は、試験方法の容易さや

定量化し易いこ とから広く使用されてきたが、近年生じた社会間題などから、新たに

JIS の改正もなされた。 しかしながら、バイ レック法そのものは残ったままである。

そこで、バイレック法の妥当性 を検討することを目的として、通常のバイレック法に

よる高さ測定に同期して重量測定を行い、興味ある結果を得たので報告する。

＜方法＞透明アクリル板製恒温恒湿箱中に、通常のバイレ ック法吸水装置を置き、恒

温恒湿箱の上部に置いた電子天秤の底面フックに試料布を固定して、水槽からの吸水

重量を自動測定した。吸水面の高さ測定は目視により記録した。試料は市販ふきんを

洗浄後、裁断して用いた。

＜結果＞まず、重量バイレック法における吸水開始重量の決定は初期の吸水量から外

挿により決定した。高さお よび重量のいずれのバイレック法においても時間の平方根

に対するプロットはやや上に凸の曲線関係が認められ、Washburn 式は成立しなかっ

た。さらに、吸水重量を吸水高さで除した値(Ｗ/Ｈ)は、吸水初期に急激に増加し、5-10

分で平衡に達する結果が得られた。また、Ｗ/Ｈ の値は試料により異なった。 これら

の結果は水の濃度分布を示唆する。そこで、単純な濃度分布を導入したGillespie 式

を用いて実験結果を整理し、高さバイレック法による結果をよく表現できた。
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